
会員各位 

 

                      （公社）多治見市シルバー人材センター事務局 

 

配分金収入等に対する所得税の取り扱いについて 

 

会員の皆様には、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

今年も、確定申告の時期が近づいてまいりました。会員の皆様におかれましては、準備を進めて

いることと思われますが、シルバー人材センターで得た配分金収入等に対する所得税の取扱いは、

以下のとおりです。 

 

１．配分金収入は、所得税法上「雑所得」に区別されます。雑所得の金額は、原則として雑所得の

総収入金額から必要経費を控除した額です。 

したがって、配分金収入に係る必要経費の額が６５万円以上ある場合、配分金収入から必要経

費の全額を控除できます。 

２．しかし、必要経費の額が６５万円未満の場合は、「租税特別措置法」第２７条の適用により、

６５万円を上限として控除できます（ただし、収入金額を限度とします）。 

３．公的年金を受給している会員は、配分金収入とは別に公的年金等控除を行えます。 

４．給与収入のある会員は、最低６５万円（ただし収入金額を限度額とします）の給与所得控除が

受けられますが、その場合、配分金収入に係る控除額は、６５万円から給与所得を控除した残額

が限度額です。    

 

〔必要経費の額が６５万円未満の場合例示〕 

〔設例〕あるセンターの会員(６６歳)の年間収入は次のようなものでした。 

②  配分金収入     ５２万円（うち交通費などの必要経費：１０万円） 

② 給与収入      １８万円 （派遣事業による賃金） 

③ 公的年金収入   １５０万円  

（１）配分金収入及び給与収入に係る所得の控除 

（最低保障額）   (給与所得控除額） 〔雑所得（配分金所得）分の最低保障額〕 

６５０，０００円 － １８０，０００円 ＝ ４７０，０００円 

（最低保障額の残額）（配分金収入）  〔雑所得（配分金所得）分の特例経費〕 

４７０，０００円 ＜ ５２０，０００円 ⇒ ４７０，０００円 → 最低保障額の残額で頭打ち 

したがって、この場合、 

５２０，０００円 － ４７０，０００円 ＝ ５０，０００円が控除後の所得となります。→（Ａ） 

（２）公的年金収入に係わる雑所得の控除 

１，５００，０００ × １００％ － １，２００，０００円 ＝ ３００，０００円 

※ 割合や控除額については、「公的年金等に係る雑所得の速算表」（税務署にあります。）から

算出して下さい。 

したがって、この場合、３００，０００円が控除後の所得となります。→（Ｂ） 

（３）基礎控除 

配分金収入、給与収入、公的年金収入に係る所得控除後の所得合計額 

     （Ａ） ＋ （Ｂ） ＝ ３５０，０００円 

            （基礎控除） 

３５０，０００円 － ３８０，０００円 ＝ （マイナスとなるので０） 

したがって、この会員の場合、課税所得はないので確定申告する必要はありません。 

※ ご不明な点がありましたら事務局までお尋ねください。 

※ なお、配分金収入、給与収入、公的年金収入以外の収入がある場合の所得控除及びその他の

控除については、最寄の税務署にお尋ねください。 


